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活性な R型およびラセミ体の両方について研究を行った。 x線回折と赤外スペクトルにより， R型は
三斜品系で水素結合鎖があるのに対し，ラセミ体では R型と S型の聞の水素結合によって 2 量体がで
きていることがわかった。これらのことは R型とラセミ体との相図からも支持される。
水面上の薄膜では分子を強制的に配向させるが，その圧力一面積曲線の解析から，カルボキシル基
およびヒドロキシル基をともに水面におき疎水基が水面に垂直となる構造が最もよく実験結果を説明
する。この膜を圧縮すると，結晶と同様な配向構造をとる。
溶媒としてアセトン，アルコールによって沈澱させるとゼリー状となり，これを乾燥した固体につ
いて興味ある性質が見出された。即ち，円偏光二色性およびX線回折の結果によれば，ヘリックス構
造をとることが認められ，これは加熱によって相転移を起す。このとき鎖状部分だけの局部融解も起
り，通常の層構造への相転移と競合する。
これらの研究結果は， x線的方法のみでは決定困難な長鎖脂肪酸の構造を，光学活性体の存在を巧
みに利用し，異なる集合状態についての研究から構造に関する情報量をふやすという手法により，最
も合理的と考えられるモデルの設定に成功したもので，他の同様な系における構造の推定を可能なら
しめるものであって，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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